
Ⅰ　研究目的
現代社会にあって、健康は人々にとって最も関心の

高い、重要なことがらである。少子・高齢化の進展や

医療費の高騰は、そのことにさらに拍車をかける事象

となっている。健康が日常の生活習慣やライフスタイ

ルときわめて密接に関係していることは、よく知られ

ている。

病気の多くは、遺伝的素因と環境的要素が複雑に組

み合わさって発生するとされるが、現代では環境的要

素の比重が高まってきている。なかでも生活習慣や環

境的条件と関わりが強い生活習慣病の発生が急速に増

加しており、わが国の疾病構造は、感染症を主体とし
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たものから生活習慣病を主体としたものへと変化して

きている。

池上は、現代生活における健康上の阻害要因（リス

クファクター）として、①運動不足、②栄養の過剰と

アンバランス、③精神的ストレス、④体内汚染をあげ、

それらのリスクファクターが、身体の機能的老化、肥

満、情緒不安定、意欲低下などの潜在的側面での健康

への影響を与え、それが進むと疾病へと顕在化してい

くとしている。運動やスポーツは、①②③のリスクフ

ァクターを除くのに有効であり、広い総合的健康対策

の一環として捉えるべきであり健康問題を考え、実践

するに当たっては、運動やスポーツの果たす役割を的
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ABSTRACT 

In order to live a healthy life, it is important to participate in appropriate sports activities,

respective of your age throughout your whole life.  Currently in Japan, however, it is difficult to

say that sports activities are pervasive in our life.  It is important to improve the attitudes

towards health and sports to increase the number of those who engage in sports activities in a

successive way.  This study attemps to identify attitudes towards health and sports, using junior

high school students as subjects.

As a result, three factors have been drawn from their attitudes towards health and sports. They

are“sports and their effects on the body”,“sports and sociability”and“sports and

competitiveness”. We found that attitudes varied according to the difference between boys and

girls, and the frequency of sports activities.

Futher more, junior high school students do not have enough knowledge about health and sports

now, but they have a desire to learn more in the future.
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確に評価し利用していく必要があり、その効果には大

きな期待があると述べている。

人々が健康的な生活を営むためには、適度なスポー

ツを実施することが必要であり、その前提として、健

康とスポーツの関わりについての認識を持つことが求

められる。中学校期は生涯スポーツの形成期前期に位

置づけられており、中学生がこの時期に健康とスポー

ツについてどのような意識や認識を持っているかを把

握することは生涯スポーツと健康の問題を考えていく

上で、とても重要なことといえる。

今日の体育・保健体育は心と体を一体としてとらえ

ることを重視し、生涯にわたる豊かなスポーツ･ライフ

の実現、および自らの健康を適切に管理し、改善して

いくための資質や能力を培うことを目指している。体

育や運動というのは体力向上とか楽しむものといった

イメージが強く、健康についてあまりスポットが当た

っていないように思える。学習指導要領では教科目標

で「健康の保持増進のための実践力の育成」とあり、

健康・安全についての科学的な理解を通して、生徒が

現在及び将来の生活において健康･安全の課題に直面し

た場合に、科学的な思考と正しい判断の下に意思決定

や行動選択を行い、適切に実践できるような資質や能

力の基礎を育成することが求められている。健康とは、

体や心が健やかで、悪いところのない状態のことで、

単に病気や虚弱ではないということだけではなく、精

神的・身体的・社会的に完全に調和の取れた状態のこ

とをいう。この中でも社会的健康は見過ごしやすいも

のである。この３つの調和を生徒自らの力で作り出す

ことができるよう、求められる。健康の調和をとるた

めには、「栄養」「休養」「運動」の3つの要素がある。

栄養や休養は、食事やサプリメント、睡眠や入浴方法

など、比較的誰もが簡単に日常生活で見直しができる

ことと、テレビ番組などで多く取り入れられるように

なってきたこともあり、人々の関心は向いている。し

かし、運動は比較的時間がかかり、きついイメージも

あるため、取り入れにくいように思える。保健体育の

授業や部活動を通して健康という普段生活している中

で実感しにくい概念を、生徒の身近に感じさせること

が望ましい。このような健康の保持増進のための実践

力を育てるための方法を決めるためには、まず、生徒

の現在の認識がどのようなものなのかを把握する必要

がある。

そこで本研究では、健康とスポーツについて、実際

生徒たちにどのような認識があるのかを明らかにし、

これからの保健体育において「健康の保持増進のため

の実践力を育成する」方法を検討するための基礎資料

を得ることを目的とする。

Ⅱ　研究方法
①研究対象　

高知市内のA中学校の全生徒を対象として実施した。

回答数の内訳は表１の通りである。

表１　有効回答数と内訳

②調査方法と期間

調査票に記入する方法で、平成19年12月に同校の職

員によって実施された。

③調査内容

「アンケート回答者のスポーツの実施状況などの把

握」、健康の定義である身体的・精神的・社会的な健康

の3つの観点から、「健康とスポーツのかかわりに関す

る意識」の項目を作成した。なお、質問項目の回答は

「大いにそう思う」に４点を与え、以下順に「全くそう

思わない」の１点まで４段階で得点化した。

④分析方法

健康とスポーツのかかわりに関する項目を因子分析

し、因子を抽出した。それとともに、質問項目ごとの

得点の平均値を出し、分散分析を行った。

⑤結果の処理

結果の処理はMicrosoft Excel2002とエクセル統計

2008 for windowsを利用して行った。

Ⅲ　結果の概要と考察
１、健康のための心がけ

健康のために３要素を心がけているかどうかの調査

結果を図１に示した。

健康のために運動を心がけている者は53.8%（「大い

に心がけている」16.4％＋「ある程度心がけている」

37.4％）であり、休養を心がけている者の69.2%（「大い

に心がけている」15.6%+「ある程度心がけている」

53.6％）、食事のバランスを心がけている者の66.2％

（「大いに心がけている」11.8%+「ある程度心がけてい

る」54.4％）と比べて、13～16ポイント低くなっている。

健康のために運動を「大いに心がけている」者は、休
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男子 女子 計

１年生 59 69 126

２年生 55 65 120

３年生 69 64 133

合計 183 198 381



養や食事より多く、「全く心がけていない」者も休養や

食事と比べると2倍近くも多い。

生徒の健康への心がけの意識は休養や食事のバラン

スといった要素へ強く向いていることが明らかとなっ

た。これは、運動は意図的な活動であり、休養や食事

よりも行うための強い意識やそのための条件を必要と

すること、休養や食事に比べ、すぐに身体的な効果が
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現れにくいということも関わっていると考えられる。

２、健康とスポーツについての意識の因子構造

生徒の健康と運動･スポーツのかかわりに関する意識

を調査する30項目について、因子分析（主成分法、プ

ロマックス回転）を行い、アンケート作成時の分類に

基づいて因子を3つ抽出した。因子の解釈および命名は

原則として0.4以上に着目した。

第１因子は10項目からなり、「運動・スポーツは肥満

防止になる」「激しい運動よりも長時間の軽い運動が健

康づくりになる」「運動・スポーツは引き締まった体を

つくる」「運動・スポーツをするとぐっすり眠れるよう

になる」など身体に関する項目が高い数値を示した。

よってこの因子を『スポーツと身体的効果』と命名し

た。

第２因子は８項目からなり、「運動・スポーツを行う

と礼儀正しくなる」「運動・スポーツを行うと思いやり

をもてるようになる」「運動・スポーツを行うと我慢強

くなる」「運動・スポーツは規則正しい生活をするのに
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図１　健康のために３要素を心がけているか

表２　健康とスポーツについての意識の因子構造
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役立つ」など社会面に関する項目が高い数値を示した。

よってこの因子を『スポーツと社会性』と命名した。

第３因子は６項目からなり、「運動・スポーツは体力

がある人でないとできない」「運動・スポーツは勝ち負

けがあるから嫌いだ」「運動・スポーツは得意な人だけ

が行えばよい」「運動・スポーツはいじめにつながる」

といった勝敗にこだわったり、競技性を重視した時に

現れる各項目が特に高い数値を示した。よってこの因

子を『スポーツと競技性』と命名した。

以上のように、健康とスポーツに関する意識の構造

は、第１因子『スポーツと身体的効果』、第２因子『ス

ポーツと社会性』、第３因子『スポーツと競技性』の３

因子で構成されていることが明らかになった。

３、性別による健康とスポーツについての意識の違い

因子分析で得られた３つの因子を構成する項目に注

目して、性差が見られるのか検討を行った。「とてもそ

う思う」を4点、「ある程度そう思う」を3点、「あまり

そう思わない」を2点、「全くそう思わない」を1点とし、

性別による平均点を出し有意差を調べた。

『スポーツと身体的効果』の因子では、全体的に見

ると平均値は高く、ほとんどの項目で3点以上となって

いる。生徒はスポーツの身体的効果に対して肯定的で

あるということが分かる。男女差でみると、「運動･ス

ポーツは美容に効果がある」(p<0.01)という項目で女子

に有意差が見られた。

『スポーツと社会性』の因子では、全体平均を見る

と、第１因子ほどではないが、生徒はスポーツの社会

性への効果を肯定的に見ていることが分かる。男女差

で見ると、9項目すべてで男子の得点が高く、男子のほ

うが女子よりもより肯定的にとらえている。この因子

では他の因子よりも有意差を示す項目が多かった。「運

動･スポーツを行うと礼儀正しくなる」(ｐ<0.01)、「運

動･スポーツを行うと思いやりをもてるようになる」

(p<0.01)、「運動･スポーツを行うと社会性が身につく」

(p<0.01)、「運動･スポーツはいきがいになる」(p<0.01)

「運動・スポーツは規則正しい生活をするのに役立つ」

（ｐ<0.05）で男子に有意差が見られた。男女同じよう

に体育の授業を受けているのにもかかわらず、スポー

ツと社会性についての男女間での認識の違いが見らた。

これは授業以外での運動･スポーツ活動等(運動部活動加

入率:男子56.1％、女子30％)の影響が大きいのではない

かと考えられる。

『スポーツと競技性』の因子では全体的に平均値が
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表３　性別による意識の違い



低く、各項目に否定的である。男女差を見ると「運動･

スポーツを行うことと健康は関係がない」(p<0.01) で男

子に有意差が見られた。

『どの因子にも含まれなかった項目』では「運動・

スポーツは勝ち負けが重要である」(p<0.01)、「激しい

運動・スポーツをしないと健康に効果がない」(p<0.05)

という項目で男子に有意差が見られた。

有意差を示した項目の中で、「美容に効果がある」

「社会性が身につく」「勝ち負けが重要だ」の項目は特

に大きな有意差を示しており、男女の認識の違いが顕

著である。

以上から、男子は女子よりスポーツが社会性を養う

のに効果があると認識していて、女子よりも勝敗を重

要視しているということが分かる。また女子は女性特

有の美容という点で男子と大きな認識の違いがあり、

スポーツの美容への効果を認識している。

４、活動頻度による健康とスポーツについての意識の

違い

因子分析で得られた3つの因子を構成する項目とその

因子にも含まれなかった項目において活動頻度による

違いがあるのかの検討を行った。「とてもそう思う」を

4点とし、「ある程度そう思おう」を3点、「あまりそう
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思わない」を2点、「全くそう思わない」を1点とし、週

1回以上活動している者とほとんど活動していない者の

平均点を算出し、有意差を見た。

『スポーツと身体的効果』の因子では、平均値は高

くないが、「運動・スポーツは美容に効果がある」

(p<0.01)でほとんどしていない者に有意差が見られた。

最も顕著な差が見られたのは『スポーツと社会性』

の因子に含まれる項目である。「運動・スポーツを行う

と礼儀正しくなる」(p<0.01)、「運動・スポーツを行う

と思いやりをもてるようになる」(p<0.01)、「運動・ス

ポーツを行うと我慢強くなる」（p<0.05）「運動・スポ

ーツを行うと社会性が身につく」(p<0.01)、「運動・ス

ポーツはいきがいになる」(p<0.01)、「運動・スポーツ

を行うと我慢強くなる」（p<0.05）の５項目で週1日以

上の者に有意差が見られた。

『スポーツと競技性』の因子では、「運動・スポーツ

は得意な人だけが行えばよい」(p<0.01)、「運動・スポ

ーツは勝ち負けがあるから嫌いだ」(p<0.01)でほとんど

していない者に有意差が見られた。

『どの因子にも含まれなかった項目』では、「運動・

スポーツを通して友達や仲間ができる」(p<0.01)で週1

日以上の者に有意差見られた。
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表４　活動頻度による意識の違い
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５、健康とスポーツについての知識について

運動･スポーツと健康のかかわりに関する知識につい

ての調査結果を図２、図３に示した。

現在、「運動･スポーツと健康に関する知識を持って

いるか」という項目に対して、「大いに持っている」と

いう生徒は17人にとどまり、持っていると思っている

生徒は合わせて156人、持っていないと思っている生徒

は225人となり、持っていないと思っている生徒数が圧

倒的に多い。「今後運動･スポーツと健康に関する知識

を知りたい」と思う生徒は合わせて281人で70％以上に

のぼる。このことから、現在知識を持っていなくても

今後持ちたいと認識していると考えられ、運動･スポー

ツと健康のかかわりに対する関心は高いと考えられる。

Ⅳ　結論
本研究は、健康とスポーツのかかわりについての意

識の実態を把握するとともに、それが性別やスポーツ
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活動の頻度などとどのように関連しているかを明らか

にすることを目的として研究を行った。高知市内のA中

学校の生徒を対象として質問紙による調査を実施し、

統計処理を行い分析した結果、以下のことがらが明ら

かになった。

１）健康とスポーツについての調査に因子分析を施

したところ、３因子が抽出され、それぞれ『スポ

ーツと身体的効果』、『スポーツと社会性』、『スポ

ーツと競技性』と命名した。『スポーツと身体的効

果』の下位項目の平均得点が最も高く、『スポーツ

と社会性』の下位項目の平均得点が次に高かった。

これらは、健康との関連で、中学生においては肯

定的に捉えられていると考えられる。『スポーツと

競技性』の下位項目(否定的)の平均得点は低いこと

から、健康との関連ではやや否定的に捉えている

と考えられる。

２）性別による健康とスポーツについての意識では、

男女とも身体的効果については高い認識を持って

いるが、社会性を養う効果については男子の認識

が女子よりもやや高くなっている。

３）スポーツ活動の頻度による健康とスポーツにつ

いての意識では、定期的にスポーツ活動を行って

いる者もほとんどしていない者もともに身体的効

果の認識は高いが、社会性を養う効果については、

定期的に活動している者の認識が高い。ほとんど

活動していない者は競技性をやや嫌う傾向がみら

れ、そのことがスポーツを行わないことと関連が

あると考えられる。

４）生徒の健康とスポーツのかかわりについての関

心は高いが、その知識のレベルは高くない。多く

の生徒が、今後もっと知識を持ちたいと考えてお

り、学校の授業等において、活動と知識レベルの

向上が結びつく実践が求められる。
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図２ 現在、運動・スポーツと健康に関する知識を持っているか

図３ 今後、運動・スポーツと健康に関する知識を知りたいか
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